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論 文 題 目 水晶の3倍周期構造の可能性 
  水晶 (SiO 2)はT c～846Kで三方晶系（D3）のα相(低温相)から六方晶系（D6）の
β相(高温相)へ相転移する。この両相間約1.4Kの温度領域に不整合相が存在し、
衛星反射の観測されている衛星反射は波数k～0.03b(bは逆格子ベクトル)でのTA
（C66）モ－ドの凍結によるものとされている。しかし、この解釈では説明できな
い実験事実が多く存在する。我々は、それらを説明する新しい相転移のモデル[1]
を提案している。 
  このモデルでは、不整合相の出現は、k~0.03bの衛星反射の温度T i(=T c+1.4K)よ
りも高温での基本波  k=b/3+κ (κ<<b)でのTAモードの凍結によるものであり、こ
れまで観測されている衛星反射は3k=3(b/3+κ)=3κでの３次高調波と解釈され
る。よって、このモデルからは従来の転移温度Ti (=T c+1.4K)よりも高温側で何らか
の構造の変化が起こっていることが期待される。 
  このモデルの検証を目的として放射光施設SPring8のBL46XUを使用し、α-INC
相転移点(TC)近傍で光学的に同時観察しながら図1の偏光顕微鏡写真に示す、α,
“fog”、“ｍ”、INCの各構造での位置での、ブラッグ反射と衛星反射の強度と
プロファイルの測定を試みた。図1にブラッグ反射(220)の変化を示す。”m”（図1
のa）と”fog”では、半値幅がα相とβ相に比べて広いことが分る。図2にはk=0.03b
での衛星反射（新モデルでは基本波の3倍波）の変化を示す。β相（T C+3.3[K]）
で既に衛星反射が観測されることが確認できた。 
ブラッグの幅の広がりは転移点(TC)近傍で強弾性ドメインの存在を示唆してい
る。また、Tiより高温のβ相での衛星反射の存在は、β相で既に何らかの変調構
造が存在していることを示唆しており、新しいモデルを支持している。 
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